
「事務職員はなぜコピー利用にこだわるのか」 

 

 「コピー機使いすぎです。みなさん１０枚以上は、印刷機を利用してください」「誰ですか５０枚以上

コピーした人！！」「拡大のまま、リセットしてないぞ！！」という事務職員が発する怒りの言葉、一度

は耳にしたことはあるのではないでしょうか。 

 コピー機の利用に、「なぜここまで目くじらを立てるの！？」とお思いの教職員も 

いらっしゃると思います。でも、そこには目くじらを立てたい理由がハッキリと存在 

するのです。各学校にあるコピー機は、基本的に業者と市教委間によるリース契約 

です。１枚コピーするための費用は４．８円（ＦＡＸ１枚来てもカウントされます） 

例えば…コピーを職員全員で、２００枚でも少なくできると９６０円、Ａ４紙フ 

ァイル３０枚が買えるのです。これから年度末を控え、コピーの量が増える時期です。 

今一度無駄なコピーを改めてみませんか！！１枚の節約が学校の財政事情の改善につ 

ながります！！ 

 

 

 

 

 

 

広報紙第 2 号は、学校間連携会議の取り組み「化学物質過敏症対策実態調査」、卒業式を前に各校ステー

ジ装飾について話し合いをしていると思いますので、HP 北の事務職人で紹介している各校のステージ装飾

について紹介していきたいと思います。 

 

化学物質過敏症対策の実態調査 

化学物質過敏症対策の実態調査は、化学物質

過敏症対策が前進するように継続して取り組んでお

り、今年度で 7 回目となりました。 

調査結果から、石狩管内小中学校全体で該当校

数を大きく上回る 67 校､59.29％の学校が、化学物

質過敏症対策を行っており、多くの学校で予防的見

地等から化学物質過敏症対策が推進されている実

態が明らかになっています。 

化学物質過敏症対策は、児童生徒の通う学校や、

とりまく環境をガラリと変えなくてはならないことも多く、保護者・学校・行政など改善を願う各方面が連携して

進めなければ大変難しいものです。教職員はそれぞれの職種に応じた観点から、こどもの状況を把握しあい、

校舎内外の環境の変化に対し共通理解を図ることから始まり、個々の症状への対応、環境の改善、保護者と

の情報共有や予算の確保などその対応は多岐にわたるため、思うように進まないのが現状ではないかと思

います。 

 化学物質過敏症の発症の経過、化学物質過敏症の基本的な治療法については、１０月に各学校に配布さ

せていただいた「2010 化学物質過敏症対策の実態調査のまとめ」に記載されております。 

 私たち事務職員も学校づくりにかかわる一員として「実態調査」を作成し、学校情報活動や財政財務活動の

中で生かしていこうと考えています。実態調査の中には各校の協力により、豊富な対応例やデータが掲載さ

れています。ぜひ目を通していただき、一日でも早くこどもたちが生き生きと過ごせる学校づくりに役立てば、

と考えています。 
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前号で「千歳市公立小中学校事務職員連携

会議の HP（ホームページ）」の紹介をおこない

ました。当 HP では、千歳市内学校事務職員だ

けでなく、先生方や保護者・地域住民の皆さま

に有用な情報を掲載していきたいと思い運営し

ております。 

当HPメイン画面の左にある【各校・他職員の

実践紹介】の中で千歳市内の各校の「卒業式」 

「入学式」等の行事で掲示した装飾作品を画 

像で紹介しています。 

 

 

    HP に掲載する装飾作品の画像を提供してい 

ただける学校がありましたら、ご協力お願い申 

しあげます。 

詳しくは、事務職員へお尋ね下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご意見等ございましたら、2007cooperation@infoseek.jp までお願いします。 
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